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研究成果の概要（和文）：全ての分子は多数の同位体置換分子種（本課題ではアイソトポログと総称する）から
構成されているが、まだそのほとんどが正確に計測できていない。それらの計測法を開発するとともに、開発し
た計測法を速やかに適用し、国際標準の地球環境診断法とした。
重要な環境物質のアイソトポログの自然存在度を計測し、地質、生物、人為の3つの過程の中で重要なプロセス
を解析することで、各プロセスとその相互作用で決まる地球表層環境を物質循環変化として分子レベルで診断す
る方法を創出した。

研究成果の概要（英文）：All molecules are composed of a large number of isotope-substituted 
molecular species (collectively referred to as isotopologues in this subject), but most of them have
 not yet been accurately measured. We developed these measurement methods and promptly applied the 
developed measurement methods to make them an international standard global environmental diagnostic
 method. 
By measuring the natural abundance of isotopologues of important environmental substances, and 
analyzing the important processes among the three processes of geology, organisms, and humans, the 
material cycle changes in the earth's surface environment determined by each process and its 
interaction. Thus, we created a method for environmental diagnosing at the molecular level.

研究分野： 生物地球化学、環境解析
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アイソトポログ研究は分子の起源や履歴に関する新たな基礎的分子解析の扉を開いたと言える。これまでの伝統
的な同位体標準に直接準拠できるとともに、アイソトポログの集合体である場合が多い標準物質に対して、あい
まいさを排除した、より高確度の標準法を樹立した。
多様なプロセスが関わるため、原因解明や影響対策評価の明確な解析が困難である近年の急速な地球環境変化や
過去の生物地球化学的イベントに対して、究極の診断を可能とし、さらなる応用分野への展開を可能とした。
1954年から隔年開催の歴史あるゴードン会議欧州版から共催依頼を受け、主宰してきた国際会議をISI+Isotopes
として発展的に主導することが確定した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
軽元素の安定同位体組成は、物質循環の有効な指標
として利用されてきたが、分子全体の同位体比では
実態把握が難しいことが多い。代表者らは分子内分
布に着目し、同位体の組み合わせで、一分子種に多
数存在するアイソトポログの計測法を開発してき
た。アイソトポログには、図 1の 3つの置換要素；
非質量依存同位体分別（MIF: Mass Independent 
Fractionation ）、部 位別 同 位 体分 布 （ PSIA: 
Position Specific Isotope Analysis）、多重同位
体置換分子種(Clumped)があり、MIF は大気光化学、
PSIA は代謝、Clumped は温度の良い指標となる。3
要素全てを計測解析できる本チームは、さらに 3要
素を融合することで大きな展開を生むことを着想した。 
 
２．研究の目的 
地球環境に重要な役割を果たす分子種を選び、PSIA、Clumped、MIF の同位体置換要素について
新たな基礎的分子計測・解析法を創出するとともに、さらに、それらを融合した未開拓の同位体
分子種計測法を開発し、国際標準とすることを主たる目的とした。この新規診断法を、喫緊の課
題であるが、複雑系のため解析が困難であった地球表層環境に適用する。地球表層環境は地質、
生物、人為の各プロセスとそれらの相互作用の変化の影響を受けている。有効と考えられるアイ
ソトポログを観測し解析することで、この複雑系を解きほぐし、実態把握することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
1) アイソトポログ計測法開発；N2O、CO2、硫酸や、炭化水素などの有機分子について、PSIA、
Clumped、MIF の計測法開発と同時に標準試料を作成し、校正実験を行い、国際標準化を行う。 
1-1) PSIA；異なる窒素同位体組成の NH4NO3を複数準備し、その熱分解により N2O を合成し、原
料と N2O の同位体組成を各研究室で分析して比較し、最も確度の高い値を決定する。重要な代謝
有機分子については、これまで酢酸、プロパン等の PSIA を可能にした熱分解-ガスクロマトグラ
フィー-同位体質量分析法（Py-GC-IRMS)を改良して炭素・水素 PSIA を開発する。 
1-2) Clumped；①13C-D および D-D の Clumped 計測法の開発：高分解能同位体質量分析計（HR-
IRMS）である 253-Ultra によるメタンの Clumped 計測を行う。②N2O の PSIA-Clumped-MIF 融合
計測法開発を行う。③フッ化法による有機分子の 13C-13C 二重置換度の計測法を開発する。 
1-3) MIF； S-MIF 計測および O-MIF 計測の微量化を行う。硫酸は SO2F2に変換するフッ化法を用
いて、S-MIF、O-MIF の同時計測を可能にするとともに、S-O-Clumped 計測法を開発する。 
2) アイソトポログ診断を各プロセスとその相互作用へ適用 
2-1) 地質プロセス；①大気および蛇紋岩熱水の熱分解起源炭化水素について Clumped 計測を行
う。②硫酸エアロゾルの生成消滅過程と供給源の推定をアイスコアに保存された大規模火山噴
火後の硫酸により行う。旧来の大気化学輸送モデルにアイソトポログを導入する。 
2-2) 生物プロセス；①炭素固定系の同位体効果のメカニズムを明らかにする。②生物プロセス
由来の VOC および脂肪酸について、その同位体的特徴と環境因子の関係を明らかにする。 
2-3) 人為プロセス；①地球温暖化の影響が大きく現れる極域などの観測を行う。海洋酸性化が
微生物の N2O および CH4の生成・消費プロセスに与える影響を微生物の純粋培養実験で調べる。
②石川県珠洲市などでのエアロゾル採取・観測により、東アジア域で進行する光化学オキシダン
ト・大気エアロゾル生成の関連を抽出する。 
 
４．研究成果 
1) 計測法開発および国際標準化 
1-1) PSIA 
①N2O-PSIA の国際標準化：日欧米の 8研究室の協力により、熱分解により合成した N2O のアイソ
トポログ比と原料 NH4NO3のδ15N の厳密な直線性を確認して、複数のアイソトポログ国際標準物
質の作成に成功した。現在 N2O アイソトポログ計測は質量分析法と赤外吸収分光法の原理の異な
る 2つの方法で行われ、対象試料のアイソトポログ比が広範囲に及ぶことも珍しくないため、複
数の標準物質が入手可能となったことは大きなインパクトがある。（Mohn et al., 2022） 
②有機分子の PSIA 計測法開発及び国際標準化：これまで酢酸やエタノールの PSIA を可能にし
てきた GC-Py-GC-C-IRMS 法を改良し、アセトン、プロパン、ブタン、アラニンの PSIA 計測法を
世界に先駆け開発した。特に、アラニンは、一次標準となる複数の分子内分布を持つ標準物質を
作成配布し、世界のアミノ酸 PSIA をリードする国際標準化を行った。カフェインについて、本

 
図 1. 同位体分子種（アイソトポログ）；エ
タノール分子は約 300 種から成っている。 

 



法を用いることで、代謝起源であるグリシンの情報が得られることが示唆された。本法によって、
これまでバルク分析では不可能であった、生物由来、化学合成由来のカフェインを区別すること
が可能となった。脂肪酸は試料から抽出し、液体クロマトグラフィーを用いて分取後、NMR 同位
体比測定法により確立した（Julien et al., under review）。エタノールについては、GC-Py-
GC-Py-IRMS 法に改良して、水素 PSIA 計測法を開発した。エタノールの水素 PSIA は既に NMR 法
が確立されているが、本法は NMR 法の 1000 分の 1以下の試料量で測定が可能で、さらに NMR で
必要な精製前処理操作を必要としない。飲料にのみ適用可能だった水素 PSIA を環境有機分子に
適用可能とし、今後、様々な環境分子への拡張が期待できる。 
1-2) Clumped 
①メタンの Clumped 計測法について 13C-2H だけでなく、2H-2H 計測法も John Eiler 教授(Caltech)
と共に、生物・非生物起源を判別するために必要な精度で分析することを可能とした。天然試料
からメタンを分取するための真空ラインを自作した。さらに、Clumped 値の標準となる異なる温
度で熱平衡に達したメタン試料の作製・精製を行い、Shuhei Ono 准教授(MIT)から提供されたレ
ーザー分光法の分析値との比較較正を行い、後述のように速やかにプロセス診断に応用した。 
②N2O の PSIA、Clumped、MIF 分析を同時に行う融合計測法を開発した。Joachim Mohn 博士(スイ
ス EMPA）らが調製した種々の N2O 同位体標準試料とそれらを 100℃と 200℃で熱平衡化した試料
を共有し、EMPA の博士学生が数か月来日して、理論計算値と HR-IRMS の測定値およびレーザー
分光法による測定値の比較を行った。異なる測定法の比較により、HR-IRMS 装置では天然試料分
析には支障はないが、15N 同位体標識割合が天然試料の 20 倍以上になると測定値の直線性から外
れ、レーザー分光法と異なり、分析に適した同位体比範囲があることが示された（Kantnerová et 
al., 2020）。現在すでに、脱窒菌の培養により生成する N2O について特徴的な結果が得られてい
る（Kantnerová et al., GCA, 2022）。 
③硫酸塩の酸素(δ18O)、硫黄(δ33S, δ34S)の同時計測に加えて 34S-18O 二重置換度(Δ34S18O)を高
精度に計測する融合計測法である SO2F2法を確立した。硫酸塩試料を(1)フッ化して SO2F2に変換
し、次に(2) GC により SO2F2を精製し、最後に(3)HR-IRMS によって純 SO2F2ガスの計測を行う。
(1)から（3）を最適化した結果、δ18O、δ33S、δ34S および Δ34S18O 値をそれぞれ、±0.2‰、
±0.02‰、±0.01‰、±0.17‰の精度で決定できた(Katsuta et al., Goldschmidt, 2020)。こ
の手法を河川水、海水、温泉水の硫酸について、世界で始めて 34S-18O 二重置換度を計測した結
果、海水硫酸の Δ34S18O 値は河川水よりも低いが、高温での同位体交換に近い温泉水の Δ34S18O
値よりも高いことが分かった(Ueno et al., 2022; Katsuta et al., Goldschmidt, 2021)。予
察的に行った硫化物酸化で生じる硫酸のΔ34S18O 値も河川水と同様に高い。さらに、硫酸還元菌
の培養実験を行い、消費される硫酸のΔ34S18O 値をモニターしたところ、代謝速度の遅い条件で
は、細胞外の硫酸の Δ34S18O 値は、代謝が進むにつて同位体交換平衡に近づくことが分かった。
地球海水の硫酸は、大陸の酸化的風化で生成するが、その後の微生物硫酸還元活動の程度に応じ
てΔ34S18O 値が低下していると考えられる。これは、全球的な硫黄循環を診断・解析するために、
これまでとは独立の知見を与える。（Ueno et al., 2022, Katsuta et al., in prep.） 
④フッ化法による有機分子の 13C-13C 二重置換度の計測法を開発した。その結果、エタン、エチ
レン、エタノールの 13C-13C 二重置換度(Δ13C13C 値)を±0.1‰以内の精度で計測可能とした
(Taguchi et al., 2020RCM, 2021RCM)。生物代謝により生成したバイオエタノールは、その代謝
によらず狭い範囲のΔ13C13C 値に収斂することを明らかにした。これに対し天然ガス中のエタン
のΔ13C13C 値は、その平均がバイオエタノールよりもわずかに低く、熱分解過程で 13C-13C 二重置
換度が減少することが分かった。天然エタンのいくつかは例外的に高いΔ13C13C 値をもち、微生
物によるエタンの分解がエタンΔ13C13C 値の上昇をもたらすことが明らかになった。これらの知
見は、天然ガス中の炭化水素が地表へ放出する以前に、微生物によってどの程度分解されるかを
診断するために有用である。これにより、13C-13C 二重置換の情報は生物起源の有機分子を見分け
る強力なバイオマーカーになる可能性が示された。 
⑤Clumped の最初の適用物質である、CO2と炭酸塩についてはすでに 15 年の歴史がある。当チー
ムも開発当初から関わっており、現在、世界の最も活発な研究室間で CO2 と炭酸塩の 13C-18O-
Clumped の国際標準の作成と国際相互校正および分布を主導した（Bernasconi et al., 2020）。 
1-3) MIF 
①大気循環および地表表面にて観測される硫黄の MIF 現象について実験的・理論的解明を行っ
て来た。SO分子および硫黄二量体の紫外線吸収スペクトルの理論的決定を実施し、MIF を予想し
た。既発表の 32,33,34,36SO2の紫外線吸収スペクトルには不確定性要素が残っており、これらの不確
定性の解除方法を開発した。一方、あらたなチャンバー実験により、MIF の圧力依存性が示され、
MIF により地球初期大気の全圧が現在と変わらないか、それ以下であることを推定した（Endo et 
al., 2019）。また、この実験で得られた MIF について、チャンバー内の化学過程を数値モデルで
再現し、同位体効果の化学的な起源と伝達についてより深い理解を得られた。新たな安定同位体
を定量的に取り扱える光化学大気モデルの開発段階で硫黄循環化学の再検討を行った結果、こ



れまでの現在大気の対流圏中に生じる CS2の酸化反応を発見した。福島原発事故由来による関東
地方において 35S同位体を含むエアロゾルの拡散モデルを用い放射性物質の沈着と再飛散過程の
メカニズムについて報告した（Danielache et al., 2019）。 
②大気硫黄循環に重要な硫化カルボニルや硫酸エアロゾルの新規アイソトポログ分析手法を確
立して、南極（Ishino et al, 2019）を含む様々な大気試料を採取し、解析を進めた。また、硫
黄 MIF の同位体国際標準の整備を行って、国際的に研究室間校正を行った(Geng et al. 2019)。 
2) 各プロセスおよび、その相互作用（項目冒頭のカッコ内に相互作用を示した）への適用 
2-1) 地質プロセス 
①（地質-生物）天然ガスについて、コスタリカにおける異なる温度・pHの温泉から生じるガス
及び溶存炭素の分析を行い、マントルから供給される CO2のうち約 90%は地殻に炭酸塩として固
定され、残りは表層へ放出されるが、数％は生物に固定されることを明らかにした（Barry et 
al.、Nature, 2019）。これらの環境条件・生物と非生物過程の寄与が既知の試料を用いて新規ア
イソトポログ指標の有用性が判別できた。 
②大古代大気の硫黄 MIF を引き起こす太陽光は、主に CO2の吸収効果により、185nm 以下の太陽
光は地表まで到達せず、SO2が吸収断面積を多く持つ 200nm 以上の太陽光はほとんど遮蔽される
ことなく地表まで到達した。CO2 のほかに強い吸収を起こしうる化学種は考えにくく、大古代の
地球地表面は現在よりもかなり強力な紫外線放射に晒されていたと考えられる。SO2 の光解離速
度の波長・高度ごとの分布の傾向はこれまでの文献データと一致しているが、特に地表面付近で
強く光解離を起こしており、無視できるとされていた SO2の自己遮蔽効果について、同位体分子
種レベルの定量的なモデリングの必要性が明らかになった（Danielache et al., in prep.）。 
③厳密量子動力学理論計算によるSO及びS2分子の光吸収断面積の決定および同位体効果の解析
で同位体濃縮に関連する新しい反応機構の指針を見出すことに成功した。 
④（地質-生物）琉球列島の石西礁湖において、中世期に生息した化石サンゴ年輪の長尺試料 2
つの安定同位体比および少量金属元素濃度比の計測を行い、中世気候異常期には夏季水温が現
在よりも約 2℃低く、冬季は約 1℃高いことがわかった。また西暦 1040 年に東アジア夏季モンス
ーンの弱化をもたらす気候のレジームシフトがあったと判明した。年輪データを時系列変換す
る新たな方法として動的時間伸縮法を考案した。また、海洋研究開発機構の北西太平洋観測定点
（K2等）において、H2

18O トレーサー培養法による光合成速度の観測を実施した。従来のδ18O に
加え、酸素消費時の同位体分別の影響を受けないΔ17O を用いた方法を開発した。 
2-2) 生物プロセス 
①（地質-生物-人為）北米とオーストラリアのガス田から産出されたプロパンガス-PSIA 分析に
より、熱分解起源と生物分解起源の判別及び寄与評価を可能にした（Gilbert et al., 2019）。
微生物によるプロパンガスの嫌気的分解ではプロパン分子の中心の炭素同位体比を変化させる
が、熱分解では末端が変化する特徴がある。本研究成果により、ガス田の地下における微生物活
動が予想以上に活発であることが示された。さらに、炭素数の多い n-ブタン、i-ブタンの PSIA
分析をプロパン-PSIA と合わせて天然ガスへ適用することで、天然ガスの発生源有機物の分解進
行度や生成温度情報を得られる可能性を示した（Julien et al., 2020）。短鎖炭化水素類は、温
室効果ガスの一種で、大気への放出量を予測する際にもこの新手法が有効である。また PSIA で、
非生物と生物起源天然ガスを判別可能なため、無機的に形成される有機物の時空間分布につい
ても調査でき、無生物から生物を構成する有機物が創られるという、生命起源の研究にも波及効
果がある。長鎖脂肪酸の炭素 PSIA を開発し、植物代謝起源および細菌代謝起源の脂肪酸に適用
した。脂肪酸の各炭素位置の炭素同位体比に偶奇性があること、さらに植物と細菌では、逆の偶
奇性を示すことが明らかになり、代謝の違いが読み取れることが明らかになった。分子化石とし
て堆積物や堆積岩に保存された脂肪酸の同位体的特徴が、過去における生物プロセス変化の新
しい診断指標となる可能性が示された（Julien et al., under review）。 
②代謝に伴う同位体効果について、酵素反応を扱う量子古典(QM/MM)混合モデルに基づき、リブ
ロース 1,5-ビスリン酸カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼ（RuBisCO）酵素をモデル化し、理論
解析した。触媒反応に遷移状態はなく、インレット構造内を CO2が拡散する速度が、全反応速度
を決定していることを世界で初めて見出した (Jiang et al., 2020)。 
③重要な大気 VOCs であるホルムアルデヒド、エタノール、アセトンおよび代謝に関わる生体ア
ミノ酸に着目し、計測法の開発を行った。細胞培養によって放出される VOC 炭素同位体計測法を
確立した。環境を様々に変化させ、環境と生物代謝・細胞代謝の関係を解明するための実験系を
確立した。アミノ酸に関してはハイスループット可能な計測法を確立した。加えてアセトン、ア
セトアルデヒド、グリシンおよびアラニンの PSIA に必要な国際標準物質の整備をした。実試料
に適用した一例として、試薬および生物試料のアセトン PSIA から、生物プロセスおよび人為プ
ロセスの明確な判別が可能であることが示唆された。 
2-3) 人為プロセス 
①（人為-生物）極域と中緯度帯の大気中 N2O アイソトポログ比の長期変化の解析から、発生源



のアイソトポログ比の全球平均値は必ずしも時間に対して一定でないことが示唆された。温暖
化に伴って環境が激変している西部北極海の観測で、溶存メタンおよび N2O の濃度とアイソトポ
ログの時空間分布を明らかにした。沖縄・波照間島、ロシア・シベリア上空、カナダ・チャーチ
ル近郊で毎月観測し、最新の動態を解析した。また、南北両半球における N2O アイソトポログ比
を同一研究室により高確度比較することに初めて成功し、人為発生源の北半球への偏りに呼応
して南半球のδ15N、δ18O がわずかに高いことを明らかにした。 
②（人為-生物）硝化細菌の海洋酸性化模擬実験および西部北太平洋の亜表層海水培養実験によ
り、pH が低下すると N2O 生成速度が増加すること、pH 依存性は溶存酸素濃度の増減や N2O 生成
プロセスに因らないことを明らかにした（Breider et al, 2019）。CO2による温暖化が海洋 N2O
発生源を強めるという正のフィードバックを解明でき、本研究の主要な目的の一つが達成され
たと言える。 
③人為起源汚染物質に関する試料採取と分析に関連して：東アジア域で進行する光化学オキシ
ダント・大気エアロゾル生成との関連では、能登半島先端における試料採取と並行して連続観測
を行った。都市部を除くアジア地域の観測サイトとしては唯一、エアロゾル（雲凝結核）長期観
測の国際比較研究（のべ 14 カ国、23研究機関、70名余の研究者が関与）に参画し、全球的な比
較を通じて、東アジア地域の雲凝結核の濃度がいかに高く、季節や時間変化が大きいことが浮き
彫りとなった（Schmale et al., ACP, 2018）。ここで得られた成果は、その後、日本からの貢献
も含めた全球大気化学輸送モデルの相互比較実験で検証材料として活用されている
（Fanourgakis et al., ACP, 2019）。世界各国で開発が進む最新の数値モデルでも依然として
有機エアロゾルを過小評価する傾向にあり、その取り扱いに改善の余地があることが明らかに
なったことも特筆すべき点である。 
④前駆気体から新たに粒子が核生成する新粒子生成過程に着目し、複数年にわたる能登でのエ
アロゾル個数粒径分布の観測から、新粒子生成イベントが起きやすい季節や気象条件について
解析を行った。その結果、春と秋に新粒子生成が起きやすい季節的な傾向が明らかになり、それ
ぞれの季節でイベントの引き金となる大気条件や、その後の粒子成長に関わる凝結性のガスの
種類（無機物、有機物）も異なることがわかった。また、従来新粒子生成は光化学反応を介して
主に日中に起こる大気現象だと考えられてきたが、長期的な観測から夜間のイベントの存在も
確認された。世界的に見ても、夜間にイベントが観測された事例は依然限られているだけでなく、
その発生要因として日本海側地域特有の冬季季節風との関与が示唆された。 
⑤（人為-生物-地質）酸素 MIF を用いた大気化学反応の追跡を行った。硫酸銀熱分解法による硫
酸塩の MIF(Δ17O)の計測法を開発した。この手法を、硫黄 MIF と組み合わせ、南極・北極のアイ
スコアや、各種大気エアロゾル試料に応用し、地球表層の環境診断に取り組んだ。この結果、(1) 
南極ドーム Cのアイスコア記録に基づく、過去 2600 年間の大規模火山噴火の特定及び規模を復
元 (Gautier et al. Nature Comm., 2019)。(2)大気酸性度が駆動する硫酸生成過程:グリーン
ランド南東ドーム（SE-Dome）のアイスコア中の SO4

2−のΔ17O 値から、大気酸性度の変化により、
液相 O3酸化過程によるケミカルフィードバック機構が SO4

2-生成効率を増大させていることを明
らかにした (Hattori et al., Sci. Adv., 2021)。また、硫化カルボニル(OCS)の硫黄同位体分
析手法の開発にも着手し、当グループが開発した S+フラグメントを分析する OCS 硫黄同位体組
成(δ34S 値)の分析手法を大気観測へ改良し(Kamezaki et al., AMT, 2019)、東アジア域での観
測を実施した。この結果、OCS を人為起源と海洋起源を区別して評価し、人為活動がミッシング
ソースの約半分を占める重要な生成源であることを発見した(Hattori et al., PNAS, 2020)。 
⑥（人為-地質）Clumped と MIF を導入した光化学大気モデルを開発することに成功し現在大気
の成層圏硫酸エアロゾル(以下 SSA)及び大古代の堆積岩中に残された δ34S の記録再現に適用し
た。現在の大気中の硫黄サイクルにおける同位体分別係数をモデルに組み込み、SSA が持つδ34S 
= 2.6‰として生成起源を解析した結果、OCS が正のδ34S 値に寄与し、主な生成起源であり、硫
黄化合物の放出量を自然起源のみにした場合、現代大気の SSA から約 34%減少することが分かっ
た。このことから産業革命以降の人間活動によって生成された SSA は約 34%であると考えられ、
硫黄化合物の人為的放出による負の放射強制力は約 0.16Wm-2 であると推定できた。Pinatubo 噴
火のような大規模噴火が起きた時、SSA は MIF を持つことがアイスコアに記録されている。この
MIF を生成するプロセスを推定した。 
⑦中国における厳しい排出規制の影響で、近年、越境輸送される PM2.5 など大気汚染物質は減少
に転じたが、粒子の質量濃度と、個数濃度の長期的な変動は必ずしも連動しないこと、また新型
コロナウィルスの感染拡大やスエズ運河座礁事故によって、短期的に起こる社会様式の変化が
温暖化ガスや地域の汚染物質の物理・化学特性に与える影響をとらえることができた。 
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Atmospheric sulfate formation pathways from its 17O-excess signature: theory and cryospheric applications,

Long-term trends in aerosol CCN activity observed in Noto peninsula

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

EGU General Assembly 2020, Online（国際学会）

EGU General Assembly 2020, Online（招待講演）（国際学会）

Kristyna Kantnerova, Longfei Yu, Daniel Zindel, Mark S. Zahniser, David D. Nelson, Bela Tuzson, Lukas Emmenegger, Mayuko
Nakagawa, Sakae Toyoda, Naohiro Yoshida, Stefano M. Bernasconi, Joachim Mohn

Alexis Gilbert, Maxime Julien, Naohiro Yoshida, Yuichiro Ueno

Naohiro Yoshida

Ueno Y, Nakagawa M, Katsuta T, Aoki R, Yoshida N

Goldschmidt Conference 2020 - Virtual（招待講演）（国際学会）

Goldschmidt Conference 2020 - Virtual（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Clumped isotope analysis in nitrous oxide by mid-IR laser spectroscopy: analytical developments and validation

Isotopomer approaches to the detection of anaerobic oxidation of natural gas hydrocarbons

Frontier modes of light element isotopic substitution as a key for origin studies: Patterson Medal lecture

Equilibrium and Kinetic Fractionation on S-O Clumping of Sulfate

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Goldschmidt Conference 2020 - Virtual（国際学会）

Goldschmidt Conference 2020 - Virtual（国際学会）

Goldschmidt Conference 2020 - Virtual（国際学会）

Goldschmidt Conference 2020 - Virtual（国際学会）

Taguchi K, Yamamoto T, Nakagawa M, Gilbert A, Ueno Y

MATSU’URA F, Nakada R, Ueno Y, Sawaki Y, Saitoh M, Kajitani I, Usui T

Yagi H, Itoh S, Ishikawa A, Shibuya T, Ueno Y

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Katsuta T, Ueno Y, Nakagawa M, Aoki R, Yoshida N

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Abundance of 13C-13C Bonding in Biotic and Abiotic Ethane Measured by a New C2F6 Method

Iron Limitation Enhance Organic Matter Sulfurization within the Limestones of the Ediacaran Dengying Formation

In situ Hydrogen Isotope Analysis of Pyroxenes in Precambrian Gabbro
 ２．発表標題

A Development of SO2F2 Method to Measure Sulfate Isotopologues

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Goldschmidt Conference 2020 - Virtual（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Shun Nakano, Akira Ishikawa, Yuichiro Ueno, Tetsuya Yokoyama

Warke M, Di Rocco T, Zerkle A, Lepland A, Prave A, Martin A, Ueno Y, Claire M

Li-Hau F, Nakagawa M, Ward L, Ueno Y, McGlynn S

A. Paulina Prondzinsky, Lewis M. Ward, Sakae Toyoda, Shawn E. Mcglynn

Goldschmidt Conference 2020 - Virtual（国際学会）

Goldschmidt Conference 2020 - Virtual（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

コマチアイトの強親鉄性元素地球化学 -マントル進化史の解明に向けて-

The Great Oxidation Event Preceded a Paleoproterozoic ‘snowball Earth’

Iron-Rich Hot Springs in Japan, a Microbiogeochemical Guided Tour

Genome analysis and distribution of cyanobacteria belonging to Thermosynechococcus in varying geochemical environments

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual（国際学会）

Shawn E McGlynn, Tommy Po-Hsiang Wang, Mayuko Nakagawa, Yuichiro Ueno

Fumihiro Matsu'ura, Ryoichi Nakada, Yuichiro Ueno, Yusuke Sawaki, Masafumi Saitoh, Iori Kajitani, Tomohiro Usui

Koudai Taguchi, Tomonari Yamamoto, Mayuko Nakagawa, Alexis Gilbert, Yuichiro Ueno

Fatima Li Hau, Mayuko Nakagawa, Lewis Ward, Yuichiro Ueno, Shawn E McGlynn

JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Revised kinetic parameters of the APS reductase enzyme: effect on microbial sulfur isotope fractionation.

Reactive iron supply control dominant sulfur species in the limestones of Ediacaran Doushantuo and Dengying Formations

Analysis of 13C-13C isotopologue of ethane and ethanol by a fluorination method

Jinata Hot Spring as an Analogue to Early Proterozoic Oceans

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual（国際学会）

Sakae Toyoda, Kotaro Terajima, Naohiro Yoshida, Chisato Yoshikawa, Akiko Makabe, Fuminori Hashihama, Hiroshi Ogawa

AP Prondzinsky, LM Ward, L Gastoldi, D Fike, S Toyoda, SE McGlynn

Chisato Yoshikawa, Akiko Makabe, Yohei Matsui, Sakae Toyoda, Makio Honda, Naohiko Ohkouchi

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Shohei Hattori, Becky Alexander, Sakiko Ishino, Shuting Zhai

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Distribution and isotopic composition of N2O in the eastern Indian Ocean

Single Cell and Genomic Characterization of Cyanobacteria in Ancient Environment Analogues

Nitrate isotopes in the Bay of Bengal
 ２．発表標題

Atmospheric sulfate formation pathways over the past 60 years constrained by a global chemical transport model

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual（国際学会）

第37 回エアロゾル科学・技術研究討論会，オンライン

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大野耕平・水島悠希・古家正規・國久亮太・土屋 望・福間剛士・岩田歩・松木篤

Kubota, S., Nicosia, A., Iwamoto, Y., Kaneyasu, N., Iwata, A., Tsurumaru, H. and Matsuki, A.,

Choi, Y.-J., Kanaya, Y., Takigawa, M., Zhu, C., Park, S.-M., Matsuki, A., Sadanaga, Y., Kim, S.-W. and Pan, X.

Kunihisa, R., Iwata, A., Gen, M., Chan, C. K. and Matsuki, A.

JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

原子間力顕微鏡を用いた個別エアロゾル粒子の付着力直接測定法

Long-term measurements of aerosol physical properties in the Noto Peninsula

Investigation of wet removal rate of black carbon in East Asia: A perspective from airmass pathways

Application of SERS on the chemical speciation of individual nanoparticles

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第37 回エアロゾル科学・技術研究討論会，オンライン

European Aerosol Conference, Online（国際学会）

土屋望・加藤祥生・松木篤・川崎一雄

Kurihara, K., Iwata, A., Kiriya, M., Yoshino, A., Takami, A., Seto, T., Matsuki, A., Hayashi, M., Hara, K., Nishita, C.,
Funato, K., Inoue, K. and Okuda, T.

Warke M. R., Di Rocco T., Zerkle A. L., Lepland A., Prave A. R., Martin A. P., Ueno Y., Condon D. J., Claire M. W.

Sambit Ghosh, Sakae Toyoda, Jinho Ahn, Youngjoon Jang, Naohiro Yoshida

Geologicaly Society of America: Virtual（招待講演）（国際学会）

2020 Fall Joint Conference of the Geological Sciences,the Geological Society of Korea (online)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

大気エアロゾルの磁気特性と新たな大気汚染指標としての応用可能性

Lung deposited surface area concentrations of atmospheric particles at three observatories in Japan

New constraints on atmospheric oxygenation

Evolution of atmospheric nitrous oxide for the last 100 years: Insights from the stable isotope values of firn air at Styx
Glacier, East Antarctica

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大気球シンポジウム（オンライン）

第25回大気化学討論会

第25回大気化学討論会

第25回大気化学討論会

服部祥平、亀崎和輝 、吉田尚弘

石野咲子、服部祥平、Michel Legrand、Qianjie Chen、Becky Alexander、 Jingyuan Shao、Jiayue Huang、Lyatt Jaegle、Bruno
Jourdain、 Susanne Preunkert、山田明憲、吉田尚弘、Joel Savarino

大野耕平・水島悠希・古家正規・國久亮太・土屋望・福間剛士・岩田歩・松木篤

 ２．発表標題

 ２．発表標題

菅原敏, 青木周司, 森本真司, 本田秀之, 豊田栄, 石戸谷重之, 後藤大輔, 梅澤拓, 長谷部文雄, 石島健太郎, 飯嶋一征, 吉田 哲也

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

硫化カルボニルの硫黄同位体分析とその応用 -ミッシングソースの特定と全球収支解明

三酸素同位体組成（Δ17O）から示唆された東南極における特徴的な大気硫酸生成反応

原子間力顕微鏡を用いた個別エアロゾル粒子の付着力測定法の開発と大気エアロゾルへの応用
 ２．発表標題

マルチクロックトレーサーによる大気年代推定（B20-04 結果速報）

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020年度 日本地球化学会第67回オンライン年会

2020年度 日本地球化学会第67回オンライン年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

服部祥平、竹内 望、吉田尚弘

田所耕平, 岩田歩, 伊藤康平, 水上知行, 松木篤

矢田茂久・Hon-Lam-Hong Sandra・加藤俊吾・定永靖宗・松木篤

服部祥平、亀崎和輝 、吉田尚弘

第25回大気化学討論会

第25回大気化学討論会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

硝酸の三酸素同位体組成による氷河内部における微生物窒素循環の検出

長石の鉱物学的特性と氷晶核能との関連性

能登半島珠洲でのVOC長期測定

硫黄同位体比を用いた硫化カルボニルのミッシングソース特定と全球収支解明

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020年度 日本地球化学会第67回オンライン年会

2020年度 日本地球化学会第67回オンライン年会

石野咲子、服部祥平、Joel Savarino、Michel Legrand 、Emmanuelle Albalat、Francis Albarede、Susanne Preunkert、Bruno Jourdain
、吉田尚弘

石野咲子、服部祥平、Michel Legrand、Qianjie Chen、Becky Alexander、 Jingyuan Shao、Jiayue Huang、Lyatt Jaegle、Bruno
Jourdain、 Susanne Preunkert、山田明憲、吉田尚弘、Joel Savarino

中川麻悠子, 梅澤和寛, 小島久弥, 福井学, 吉田尚弘, 上野雄一郎

田口宏大, Alexis Gilbert, 中川麻悠子, 上野雄一郎

2020年度 日本地球化学会第67回オンライン年会

2020年度 日本地球化学会第67回オンライン年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

東南極における大気硫酸の硫黄安定同位体組成の均一性と氷期-間氷期の硫黄起源のシフトに対する示唆

三酸素同位体組成（Δ17O）から示唆された東南極における特徴的な大気硫酸生成過程

好熱性硫黄不均化菌の四種硫黄同位体指標

フッ化型同位体分子計測：エタン、エタノールの13C-13C二重置換同位体分子計測法の開発

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020年度 日本地球化学会第67回オンライン年会（国際学会）

2020年度 日本地球化学会第67回オンライン年会

2020年度 日本地球化学会第67回オンライン年会

金沢大学市民講演会

吉川知里, 眞壁明子, 松井洋平, 豊田栄, 本多牧生, 横川太一, 布浦拓郎, 大河内直彦

石川真帆, 下坂琢哉, 豊田栄, 山田桂太, 中川麻悠子, Zhang Naizhong, 吉田尚弘

松木篤

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yuanzhe Li, Kazuki Kamezaki, Sesbastian Danielache

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

東部インド洋における硝酸の窒素酸素同位体比

SIトレーサブルな安定炭素同位体比標準ガスの開発

越境輸送されるPM2.5は減少するのか？
 ２．発表標題

A Revision of Tropospheric CS2 Chemistry

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

東京理科大学研究推進機構総合研究院大気科学研究部門 第５回成果報告会，オンライン

The 8th Prince of Songkla University-Kanazawa University Joint Workshop (8th PSU-KZU-JWS)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kunihisa, K., Kanai, R., Iwata, A., Gen, M., Chan, C. K. and Matsuki, A.

Shohei Hattori, Kazuki Kamezaki, Naohiro Yoshida

Kunihisa, K., Iwata, A., Gen, M., Chan, C. K. and Matsuki, A.

久保田誠史・表野宏之・岩本洋子・鶴丸央・アレッシア・ニコシア・松木篤

AGU Fall Meeting（国際学会）

Seminar at School of Civil and Environmental Engineering（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Application of Surface Enhanced Raman Spectroscopy (SERS) on atmospheric aerosol research

Isotopic constraints on the atmospheric carbonyl sulfide (OCS or COS) budget

Application of Surface Enhanced Raman Spectroscopy (SERS) on the atmospheric aerosol research

能登半島におけるエアロゾル粒径分布の経年変化

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

凝縮系理論化学研究会

2019年度日本地球化学会年会

山上隼，南部伸孝

豊田栄, 松井智哉, 藤原健智, 吉田尚弘

Sebastian Danielache, Oinuma Miho, Endo Yoshiaki, Ueno Yuichiro

Gen Iwama, Sebastian Danielache, Eugenio Simoncini, Tommaso Grassi

2019年度　日本地球化学会第66回年会

2019年度　日本地球化学会第66回年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

有機イオン性柔軟性結晶のイオン伝導度に関する理論的研究

海洋性硝化細菌によるN2O生成の酸性化への応答

チャンバー実験への化学モデルの適用と自己遮蔽効果の検討

光解離反応に着目した鉛直一次元大気モデルの古代大気への適用

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

地球化学会年会

地球化学会年会

地球化学会年会

2019年度地球化学会年会

白瀧滉司, 宮澤謙太, 山田桂太, 吉田尚弘

神藤拓実, 中川麻悠子, 山田桂太, 吉田尚弘

服部 祥平, Mang Lin, 竹内 望, 藤田 耕史, Caillon Nicolas, Akers Pete, Aizen Vladimir, Nikitin Stanislav, 吉田 尚弘, Savarino
Joel

 ２．発表標題

 ２．発表標題

三沢亮太, 山田桂太, 吉田尚弘

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

グリシンの部位別炭素安定同位体比測定法の確立

大気中の含酸素揮発性有機化合物の濃縮と分子内部位別炭素同位体比分析手法の開発

アルタイ山脈ベルーハ氷河コアから復元する過去100 年の硝酸同位体組成変動
 ２．発表標題

イソバリンの部位別炭素安定同位体比測定法の確立

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

亀崎 和輝、服部 祥平、吉田 尚弘

八木晃、上野雄一郎、伊藤正一、石川晃、渋谷岳造

服部 祥平、飯塚 芳徳、藤田 耕史、植村 立、石野 咲子、大島 長、鈴木 希実、的場 澄人、鶴田 明日香、Savarino Joel、吉田 尚弘

Kun Wang、Shohei Hattori、Shichang Kang、Mang Lin、Naohiro Yoshida

2019年度　日本地球化学会第66回年会

日本地球惑星科学連合2019年大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Development of a large volume sampling system for measuring stable isotope analysis of carbonyl sulfide and field
observation

二次イオン質量分析法を用いた斑レイ岩中の輝石の水素同位体比：マントルの水素同位体進化の解明に向けて

SE-Domeアイスコアの硫酸三酸素同位体組成から復元される過去60年における大気硫酸生成反応の変遷

Isotopic constrains on sources and formation pathways of atmospheric nitrate in Mt. Everest

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会

日本地球惑星科学連合2019年大会

石野 咲子、服部 祥平、Joel Savarino、Michel Legrand、Susanne Preunkert、Bruno Jourdain、Francis Albarede、Emmanuelle
Albalat、吉田 尚弘

林 健太郎、田邊 優貴子、小野 圭介、浅野 眞希、服部 祥平、内田 雅己、早津 雅仁

飯塚 芳徳、植村 立、藤田 耕史、服部 祥平、関 宰、大島 長、大野 浩、的場 澄人

服部 祥平、亀崎 和輝、岩本 洋子、石野 咲子、植松 光夫、三浦 和彦、吉田 尚弘

日本地球惑星科学連合2019年大会

日本地球惑星科学連合2019年大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

東南極における大気硫酸の硫黄安定同位体組成の季節変動と大気硫黄循環への示唆

高緯度北極スバールバルの氷河後退域における土壌硝化能の遷移

アイスコアによる過去の大気エアロゾルの復元とその変動要因

太平洋赤道域で発見された低い窒素同位体組成を持つ硝酸エアロゾルが示す海洋-大気における窒素リサイクル

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会，幕張メッセ，千葉

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

JpGU annual meeting（国際学会）

JpGU annual meeting（国際学会）

Sebastian Danielache, Yuta Takahashi, Yamila Miguel, Eugenio Simoncini, Tommaso Grassi

Kubota Y., Ueno Y., Shimizu K., Ishikawa A., Matsuura F.

Shawn E McGlynn、Lewis Ward、Takeshi Kakegawa、Yuichiro Ueno、Mayuko Nakagawa

 ２．発表標題

 ２．発表標題

大野耕平・水島悠希・岩田歩・古家正規・土屋望・松木篤

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Hot Rocky Super-Earthsにおける金属気体を含む大気化学モデルの構築

Sulfur isotope anomaly of igneous sulfides in the Belingwe komatiites: Implication for the onset of subduction

New microbial ecology results from genome centered metagenomics studies of iron carbonate and sulfidic hot springs
 ２．発表標題

原子間力顕微鏡を用いた個別エアロゾル粒子の付着力測定

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU annual meeting

JpGU annual meeting

 ３．学会等名

 ３．学会等名

久保田 勇祐、上野 雄一郎、清水 健二、松浦 史宏、石川 晃

松浦 史宏、牧田 寛子、高井 研、上野 雄一郎

清水 健二、牛久保 孝行、村居 呂一、松浦 史宏、上野 雄一郎

磯田 健太、蔵 暁鳳、上野 雄一郎

JpGU annual meeting（国際学会）

JpGU annual meeting

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

27億年前のベリングウェーコマチアイトの質量非依存硫黄同位体分別：太古代における地殻物質のリサイクル

Secular variation of multiple sulfur isotopic compositions of sulfate and sulfide during long term incubation of
Desulfovibrio desulfuricans

SIMSによる玄武岩質ガラスの水素、硫黄同位体比分析法とその応用

CO 大気の光化学で生じるグリオキシル酸

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会（2019・山形）

雪氷研究大会（2019・山形）

服部祥平, Lin Mang, 竹内望, 藤田耕史, Nicolas Caillon, Pete Akers, Vladimir Aizen, Stanislav Nikitin, 吉田尚弘, Joel
Savarino

渡邉茜, 服部祥平, 吉田尚弘, 竹内望

Matsuki, A., Yamada, R., Ikemori, F., Kinouchi, K., Iwamoto, Y., Kato, S., Kaneyasu, N., Watanabe, T., Kameda, T., Minami,
M., Nakamura, T.

大野耕平・水島悠希・古家正規・土屋望・松木篤・岩田歩

East Asia Forum on Particulate Air Pollution, Korea Institute of Science and Technology (KIST), Korea（招待講演）（国際学
会）

第36 回エアロゾル科学・技術研究討論会，広島大学，広島

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

アルタイ山脈ベルーハ氷河コアから復元する過去100 年の硝酸同位体組成変動

山形県月山の樹林帯の融雪期の積雪表面に含まれる硝酸の起源

Isotopic source apportionment of carbonaceous aerosols observed in Noto Region, Japan: Impact of biomass burning on the East
Asian outflow

原子間力顕微鏡を用いた個別エアロゾル粒子の付着力測定

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第36 回エアロゾル科学・技術研究討論会，広島大学，広島

第36 回エアロゾル科学・技術研究討論会，広島大学，広島

第36 回エアロゾル科学・技術研究討論会，広島大学，広島

第36 回エアロゾル科学・技術研究討論会，広島大学，広島

松本淳・定永靖宗・松木篤

松木篤・表野宏之・木ノ内健人・古家正規・岩本洋子・鶴丸央

上田紗也子・長田和雄・宋秦平・高見昭憲・中山智喜・松木篤・岩本洋子・足立光司

 ２．発表標題

 ２．発表標題

國久亮太・松木篤・岩田歩・玄大雄・Chak K. Chan

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

能登半島珠洲における粒子状有機硝酸エステル濃度の通年観測

能登半島における新粒子生成の季節的特徴

硫酸塩粒子の形態:大気エアロゾル粒子に観られる形態と室内実験による再現
 ２．発表標題

SERS を用いた実大気ナノ粒子の化学組成分析

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回大気環境学会年会，東京農工大学，東京都

第60回大気環境学会年会，東京農工大学，東京都

 ３．学会等名

 ３．学会等名

光川彩夏・大河内博・勝見尚・松木篤

土屋望・加藤祥生・松木篤・川崎一雄

晶瑩・大河内博・光川彩夏・村上周平・勝見尚也・皆巳幸也・松木篤

岩田歩・栗原一嘉・桐谷美穂・奥田知明・吉野彩子・高見昭憲・西田千春・原圭一郎・林政彦・瀬戸章文・松木篤・兼保直樹・船戸浩二・
井上浩三

第36 回エアロゾル科学・技術研究討論会，広島大学，広島

第60回大気環境学会年会，東京農工大学，東京都

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

大気中フミン様物質の動態・起源・環境リスクに関する研究 (2)

能登半島における大気エアロゾル粒子の磁気調査

大気中陰イオン界面活性物質の動態と起源推定(8)

福岡・福江・能登における粒子表面積濃度の地域的特徴

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第24回大気化学討論会

Asian Aerosol Conference 2019, City University, Hong Kong（国際学会）

豊田栄, 吉田尚弘, 町田敏暢, 遠嶋康徳, 笹川基樹, 森本真司, Doug Worthy, 石島健太郎

Matsuki, A., Hyono, H., Kinouchi, K., Furuya, M., Tsurumaru, H., Iwamoto, Y.

Ryoko Fujioka, R., El-Aal, M. A., Lee, K.-Y., Matsuki, A., Seto, T.

Kunihisa, R., Ayumi Iwata, A. and Matsuki, A.,

Asian Aerosol Conference 2019, City University, Hong Kong（国際学会）

Asian Aerosol Conference 2019, City University, Hong Kong（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

北半球における対流圏N2O安定同位体組成の長期変動

Linkage between nighttime new particle formation and winter monsoon: Based on the long-term observation in Noto region,
western coast of Japan

Co-spray drying of silver nanocolloids and target molecules for surface-enhanced Raman spectroscopy

Application of SERS on the Chemical Analysis of Nanometer Sized Aerosol Particles.

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Asian Aerosol Conference 2019, City University, Hong Kong（国際学会）

Asian Aerosol Conference 2019, City University, Hong Kong（国際学会）

Asian Aerosol Conference 2019, City University, Hong Kong（国際学会）

Kanazawa Day at Tsinghua, Tsinghua University, China（国際学会）

Iwata, A., Kiriya, M., Okuda, T., Yoshino, A., Takami, A., Chandra, I., Seto, T., Furuya, M., Matsuki, A., Hayashi, M.,
Nishita-Hara, C., Hara, K., Funato, K., Inoue, K.

Nagai, Y., El-Aal, M. A., Matsuki, A., Seto, T.

Matsuki, A., Hyono, H., Kinouchi, K., Furuya, M., Tsurumaru, H., Iwamoto, Y.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kunihisa, R., Gen, M., Matsuki, A. and Chan, C. K.,

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Observations of atmospheric particles surface area at several observatories in Japan

Surface enhanced Raman scattering of size-selected Si quantum dots

Investigation on the Factors Controlling Atmospheric New Particle Formation: Based on the long-term observation in Noto
peninsula, Japan

 ２．発表標題

Application of Electrospray Surface-Enhanced Raman Scattering (ES-SERS) Technique for the Characterization of Core-Shell
Particles.

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AGU fall meeting 2019, Moscone Convention Center, San Francisco, USA（国際学会）

European Aerosol Conference 2019, The Swedish Exhibition & Congress Centre, Gothenberg, Sweden（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Noda, J., Nishioka, K., Nakaya, T., Yumimoto, K., Hagiwara, K., Hoshino, B., Baba, K., Noguchi, I., Maki, T., Matsuki, A.,
Nishita-Hara, C., Hayash, M., Davaanya, E., Munkjargal, E., Kawai, K., Kai, K.

Shohei Hattori, Yoshinori Iizuka, Koji Fujita, Ryu Uemura, Sakiko Ishino, Naga Oshima, Sumito Matoba, Nozomi Suzuki, Asuka
Tsuruta, Joel Savarino, Naohiro Yoshida

Kunihisa, R., Iwata, A., Gen, M., Chan, C. K., Matsuki, A.

Choi, Y.-J., Kanaya, Y., Park, S.-M., Matsuki, A., Sadanaga, Y., Kim, S.-W., Uno, I., Pan, X., Lee, M.-H., Kim, H.-J., Jung
D.-H.

2019 AGU fall meeting（国際学会）

AGU fall meeting 2019, Moscone Convention Center, San Francisco, USA（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Bioaerosol measurements in Mongolia, China, and Japan during the spring of 2015

The 60 years history of atmospheric sulfate formation pathways based on triple oxygen isotopic composition preserved in the
SE-Dome ice core

Application of SERS on the Chemical Analysis of Individual Nanoparticles

Regional variability in black carbon and carbon monoxide ratio from long-term observations over East Asia: Assessment of
representativeness for BC and CO emission inventories

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Joint Usage/Joint Research Symposium on Integrated Environmental Studies, Kanazawa University, Ishikawa（国際学会）

Joint Usage/Joint Research Symposium on Integrated Environmental Studies, Kanazawa University, Ishikawa（国際学会）

Tsuchiya, N., Kawasaki, K., Kato, S., Matsuki, A.

Kunihisa, R., Iwata, A., Gen, M., Chan, C. K., Matsuki, A.

Ono, K., Mizushima, Y., Matsuki, A., Iwata, A.

Nicosia, A., Kubota, S., Ono, K., Kunihisa, R., Tsuchiya, N., Matsuki, A.

Joint Usage/Joint Research Symposium on Integrated Environmental Studies, Kanazawa University, Ishikawa（国際学会）

Joint Usage/Joint Research Symposium on Integrated Environmental Studies, Kanazawa University, Ishikawa（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Magnetic investigations of atmospheric aerosol particles in Noto region

Application of SERS on the chemical analysis of Aitken mode particles

Measurement of adhesion force of individual aerosol particles by atomic force microscopy

Long-term measurements of aerosol physical properties in the Noto Peninsula

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Geophysical Research Abstracts（国際学会）

Geophysical Research Abstracts（国際学会）

Geophysical Research Abstracts（国際学会）

Goldschmidt Conference, Barcelona, Spain. [oral]（国際学会）

Gen Iwama, Sebastian Danielache, Eugenio Simoncini, Tommaso Grassi

Sebastian Danielache, Yuta Takahashi, Yamila Miguel, Eugenio Simoncini, Tommaso Grassi

Y. Ueno, T. Katsuta, T. Ishimaru, N. Yoshida

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Juhi Nagori, Narcisa Nechita-Bond, Maarten Krol, Sebastian Danielache, Thomas Rockmann

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

One-Dimensional Model Focused on Photo-dissociation Reactions applied to the Archean Atmosphere.

Hot Rocky Super-Earths atmospheres, a revision of gas phase metal chemistry and the relevance of reverse chemistry.

A new method for measuring 34S-18O clumping of sulfate.
 ２．発表標題

Modelling stratospheric volcanic eruptions using sulfur isotopes.

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Goldschmidt Conference2021（国際学会）

35th Symposium on Chemical Kinetics and Dynamics（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yurika TAKAKU, Shinkoh NANBU

Zang, X., Kawade, M., Ueno Y.

Miyamoto, C., Matsuki, A., Itai T., Takahashi, Y.

Zhang N, Liu Q, Lin M, Yamada K & Yoshida N

Goldschmidt Conference, Barcelona, Spain. [oral]（国際学会）

Goldschmidt2019, Universitat Polit?cnica de Catalunya, Barcelona, Spain（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Non-adiabatic ab initio Molecular Dynamics on Ultra-violet Photodissociation of Methylamine

Photochemical synthesis of ammonia and amino acid.

Estimation of Emission Source of Sulfate Aerosol Collected in the Northwestern Region in Japan

Disequilibrium Oxygen Isotope Precipitation of Land Snail Shell Aragonite: Implication for Vital Effect

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

35th Symposium on Chemical Kinetics and Dynamics（国際学会）

35th Symposium on Chemical Kinetics and Dynamics（国際学会）

Kenta MORIWAKI,  Ayumi OHTA, Osamu KOBAYASHI, Shinkoh NANBU

Yusuke IKUTA,  Koki ISHIHARA, Syuichi ISHIMOTO, Satoshi KUBOTA, Masahiro FUJITA, Shinkoh NANBU

Karolis SARKA, Shinkoh NANBU

Shinkoh NANBU

XV International workshop on quantum reactive scattering (QRS2019 Workshop)（招待講演）（国際学会）

XV International workshop on quantum reactive scattering (QRS2019 Workshop)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Nonadiabatic ab initio Molecular Dynamics of Photoisomerization Reaction between 1,3-Cyclohexadiene and 1,3,5-cis-Hexatriene

Inner structures and Molecular dynamics simulation of plastic crystal

Calculation of quantum exact UV absorption cross-sections for interstellar and atmospheric chemistry

Nonadiabatic ab initio molecular dynamics simulations in solution

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回分子科学討論会2019名古屋

第13回分子科学討論会2019名古屋

第13回分子科学討論会2019名古屋

第13回分子科学討論会2019名古屋

姜 天龍，齊藤 玉緒，南部 伸孝

生田 雄亮，石原 剛輝，石本 修一，久保田 智志，藤田 正博，南部 伸孝

石原 剛輝，石本 修一，久保田 智志，藤田 正博，南部 伸孝

 ２．発表標題

 ２．発表標題

高久 ゆりか，南部 伸孝

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

分子動力学シミュレーションによるDIF-1レセプター活性化過程の解析

有機イオン性プラスチッククリスタルの物性に関する分子動力学シミュレーション

アニオン混合系プラスチッククリスタルの内部構造動力学
 ２．発表標題

メチルアミンの真空紫外光解離過程における非断熱非経験的分子ダイナミクス

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Conference on Theoretical and High Performance Computational Chemistry 2019（国際学会）

International Conference on Theoretical and High Performance Computational Chemistry 2019（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Koki ISHIHARA, Syuichi ISHIMOTO, Satoshi KUBOTA, Masahiro FUJITA, Shinkoh NANBU

姜 天龍，齊藤 玉緒，南部 伸孝

Shinkoh NANBU

Tianlong JIANG, Kenta MORIWAKI, Osamu KOBAYASHI, Kazuya ISHIMURA, Sebastian O. DANIELACHE, Shinkoh NANBU

第9回CSJ化学フェスタ2019（招待講演）

International Conference on Theoretical and High Performance Computational Chemistry 2019（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Molecular dynamics for inner structure of anion mixed plastic crystal

分子動力学シミュレーションによるDIF-1レセプター活性化過程の解析

Nonadiabatic ab initio Molecular Dynamics of Photoisomerization Reaction in Solution

Theoretical Analysis of Carboxylation in RubisCO

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Conference on Theoretical and High Performance Computational Chemistry 2019（国際学会）

2019年日本質量分析学会同位体比部会（招待講演）

Yurika TAKAKU, Shinkoh NANBU

吉田尚弘

Naohiro Yoshida

Sakae Toyoda, Naohiro Yoshida

N2O isotope WS; What can we learn from N2O isotope data?（招待講演）（国際学会）

N2O isotope WS; What can we learn from N3O isotope data?（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Nonadiabatic ab initio Molecular Dynamics on Ultra-violet Photodissociation of Methylamine

同位体置換分子種の計測と解析の試み

N2O isotope researches from bulk 15N and 17,18O to clumped D458, D548, D556

N2O isotopocule analysis by IRMS to detect and interpret long-term trends in atmospheric N2O

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 27th IUGG（国際学会）

The 73rd Workshop of Ion-Molecule Reaction Interest Group “Elements of Universe & Earth, Molecular Evolutions, and Origin
of Life（招待講演）（国際学会）

The 73rd Workshop of Ion-Molecule Reaction Interest Group “Elements of Universe & Earth, Molecular Evolutions, and Origin
of Life（招待講演）（国際学会）

ISSI Workshop, Bern, Switzerland（招待講演）（国際学会）

A. Gilbert

Mayuko Nakagawa

Yuichiro Ueno

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Tomohiro Sato, Naohiro Yoshida, Yasko Kasai

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Isotopologues of organic molecules: concepts, measurements and applications

Origin and evolution of molecules by multi-dimensional isotopologue analysis ～high-resolution isotope mass spectrometer～

Extreme S and C isotope fractionations in atmosphere: A fresh insights into early Earth and Mars
 ２．発表標題

Oxygen Isotopic Enrichments of Asymmetric Heavy Ozone Derived from the SMILES Observation

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合大会2018年次大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

國久亮太・岩田歩・松木篤

Sarah S. Eggleston, Sakae Toyoda, Heiko Moossen, Christina Biasi, Tracey Jacksier, Longfei Yu, Naohiro Yoshida, Paul Brewer,
Joachim Mohn

Sakiko Ishino, Shohei Hattori, Joel Savarino, Qianjie Chen, Jingyuan Shao, Naohiro Yoshida, Becky Alexander

Kazuki Kamezaki, Shohei Hattori, Enno Bahlmann, Naohiro Yoshida

EGU General Assembly 2018（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

SERSによるナノサイズ大気エアロゾル粒子の組成分析法の開発

Development of new N2O reference materials for d15N, d18O and 15N

Do hypohalous acids play important roles on sulfate formation in the Antarctic atmosphere?

Development of a large volume sampling system for measuring stable isotope analysis of carbonyl sulfide

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会

日本地球惑星科学連合2018年大会

土屋望・川崎一雄・加藤祥生・松木篤

長谷部徳子・早坂怜・小坂明弓・松木篤

服部祥平・松木篤・亀崎和輝・吉田 尚弘

落合伸也・長尾誠也・宮田佳樹・松木篤

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

能登地域における大気エアロゾル粒子の磁気測定

ジルコンαリコイル年代測定に向けた取り組み

Seasonal variations of triple oxygen isotopes of atmospheric nitrate and sulfate at Noto Peninsula, Japan

Transport processes of earth surface materials and atmospheric radionuclides in reservoir-catchment system

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会

9th International Symposium on Isotopomers (ISI2018)（国際学会）

PSA workshop, Tokyo, Japan（招待講演）（国際学会）

Goldschmidt Conference, Boston, USA（招待講演）（国際学会）

Sakae Toyoda, Osamu Yoshida, Hiroaki Yamagishi, Ayako Fujii, Naohiro Yoshida, Syuichi Watanabe

Yuichiro Ueno and Shinnosuke Aoyama

Yuichiro Ueno

 ２．発表標題

 ２．発表標題

岩田歩・Wong Shu-Kuan・岩本洋子・古家正規・濱崎恒二・松木篤

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Origin of nitrous oxide dissolved in deep ocean water deduced from concentration and isotopocule analyses

Isotopic signatures of global-scale biological activity

CO as a key to understandEarly Earth and Mars
 ２．発表標題

石川県九十九湾における海表面マイクロ層起源エアロゾル粒子による氷晶形成

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

22nd European Conference on the Dynamics of Molecular Systems（国際学会）

Extremophiles 2018（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Mayuko  Nakagawa, Donato Giovannelli, Costantino Vetriani, Masafumi Kameya, Alexis Gilbert, Keita Yamada, and Naohiro
Yoshida

A. Gilbert, M. Julien, N. Yoshida, Y. Ueno,

Julien M, Goldman M, Yoshida N & Gilbert A

Karolis SARKA and Shinkoh NANBU

Goldschmidt 2018（国際学会）

Goldschmidt Conference, Boston, USA（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Carbon and Hydrogen stable isotopic signatures of fatty acids produced by reductive tricarboxylic acid cycle

Position-specific isotope composition of natural gas hydrocarbons: recent insights and future prospects

Determination of Intramolecular 13C Isotopic Composition of i- and N-Butane from Natural Gas Samples

Calculation of absorption cross-sections and isotopic effects in photochemistry of S2 and S3

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018 joint 14th iCACGP QS/15th IGAC SC, in Takamatsu, Kagawa, Japan, 25th to 29th of September 2018（国際学会）

2018 joint 14th iCACGP Quadrennial Symposium/15th IGAC Science Conference（国際学会）

Shohei Hattori, Asuka Tsuruta, Yoshinori Iizuka, Koji Fujita,Ryu Uemura, Sumito Matoba, Naohiro Yoshida

Mang Lin,  Shohei Hattori, Nozomi Suzuki, Shichang Kang, Naohiro Yoshida

Sakiko Ishino, Shohei Hattori, Becky Alexander, Qianjie Chen, Akinori Yamada, Naohiro Yoshida, Michel Legrand, Joel Savarino

Kazuki Kamezaki, Shohei Hattori, Enno Bahlmann, Naohiro Yoshida

2018 joint 14th iCACGP Quadrennial Symposium/15th IGAC Science Conference（国際学会）

2018 joint 14th iCACGP Quadrennial Symposium/15th IGAC Science Conference（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Nitrogen isotope of nitrate in Arctic ice core records past anthropogenic energy shift

Determination of δ18O, Δ17O, and δ15N in atmospheric nitrates: First steps towards a deeper understanding of the nitrogen
cycle over the Tibetan Plateau

Spatio-temporal variations of 17O excess of sulfate over Antarctica: reconciling observations and modeling

Development of a large volume sampling system for measuring stable isotope analysis of carbonyl sulfide

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018 joint 14th iCACGP QS/15th IGAC SC, in Takamatsu, Kagawa, Japan, 25th to 29th of September 2018（国際学会）

15th IGAC conference（国際学会）

15th IGAC conference（国際学会）

15th IGAC conference（国際学会）

Hyono, H., Kinouchi, K., Tsurumaru, H., Iwamoto, Y., Furuya, M. and Matsuki, A.

Miyamoto, C., Matsuki, A. and Takahashi Y.

Endo, M., Kita, K., Sadanaga, Y. and Matsuki, A.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Maarten Krol, Kazuki Kamezaki, Shohei Hattori, Naohiro Yoshida, Elena Popa, Linda Kooijmans, Huilin Chen

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Investigation on the factors controlling new particle formation by long term observation in Noto peninsula

Analysis of sulfate species and trace elements in aerosols collected at Noto peninsula

Decrease of Black Carbon Aerosol in air masses transported from China at Suzu, Noto Peninsula, Japan
 ２．発表標題

Carbonyl Sulfide: new ways of Observing

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Workshop on Interstellar Matter 2018（招待講演）（国際学会）

The Ninth Symposium on Polar Science（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Sakiko Ishino, Shohei Hattori, Joel Savarino, Michel Legrand, Emmanuelle Albalat, Francis. Albarede, Susanne Preunkert,
Bruno Jourdain, Naohiro Yoshida

Batdelger, B., Yang, L., Sonomdagva, Ch., Nagato, E.G., Matsuki, A., Tang, N. and Hayakawa, K.

Matsuki, A., Yamada, R., Kinouchi, K., Iwamoto, Y., Ikemori, F., Minami, M. and Nakamura, T.

Karolis SARKA and Shinkoh NANBU

15th IGAC conference（国際学会）

AASSA-FEB RAS International Workshop on “Climate change adaptation and mitigation: sustainable agriculture and health
security”（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Seasonality in sulfur isotopic compositions of atmospheric sulfate and its implications for atmospheric sulfur cycles in
East Antarctica

Seasonal Characteristics of Particulate Polycyclic Aromatic Hydrocarbons in Ulaanbaater city, Mongolia

Isotopic Source Apportionment of Carbonaceous Aerosols Observed in Noto Region, Japan: Impact of Biomass Burning on the East
Asian Outflow

Time-independent approach for fine-structure calculations in electronic spectra

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第70会日本生物工学会大会（招待講演）

2018年度地球化学会年会

服部 祥平、 亀崎 和輝、 小川 貴弘、 片山 葉子、 吉田 尚弘

松井智哉 、豊田栄、藤原健智、吉田尚弘

奥村優、中川麻悠子、丹佑太、豊田栄、山田桂太、吉田尚弘

徐　佳欣、豊田　栄、山田 桂太、吉田 尚弘

2018年度地球化学会年会

2018年度地球化学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

硫化カルボニルの生物地球化学循環と安定同位体比を用いた動態解析

硝化菌による一酸化二窒素生成過程に海洋酸性化が及ぼす影響の解明

酸素濃度の異なる微生物生態系における脂肪酸δC及びδH解析

Development of on-line analytical method for hydrogen stable isotope ratio in H2 from anthropogenic sources

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018年度地球化学会年会

2018年度地球化学会年会

2018年度地球化学会年会

2018年度地球化学会年会

白瀧滉司、宮澤謙太、山田桂太、吉田尚弘

三沢亮太、山田桂太、吉田尚弘

小林香音、服部祥平、松木篤、石野咲子、鈴木希実、亀崎和輝、豊田栄、吉田尚弘

 ２．発表標題

 ２．発表標題

神藤拓実、中川麻悠子、山田桂太、吉田尚弘

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

グリシンの部位別炭素安定同位体比測定法の確立

イソバリンの部位別炭素安定同位体比測定法の確立

能登半島における大気硫酸エアロゾルの三酸素同位体組成の観測
 ２．発表標題

大気中の含酸素揮発性有機化合物の濃縮と分子内部位別炭素同位体比分析手法の開発

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018年度地球化学会年会

2018年度地球化学会年会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

吉田尚弘

亀崎和輝、 服部祥平、 Enno Bahlmann、吉田尚弘

小林 香音、服部 祥平、松木 篤、石野 咲子、鈴木 希実、亀崎 和輝、豊田 栄、吉田 尚弘

服部 祥平, 飯塚 芳徳, 植村 立, 鈴木 希実, 鶴田 明日香, 石野 咲子, 藤田 耕史, 的場 澄人, 吉田 尚弘

2018年度地球化学会年会

2018年度地球化学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

安定同位体分子種の先端計測による新たな生物地球化学　トレーサーの構築

大容量大気濃縮システムを用いた実大気中硫化カルボニルの硫黄同位体比測定

能登半島における大気硫酸エアロゾルの三酸素同位体組成の観測

氷床コアの硫酸の三酸素同位体組成から復元する過去60年間の大気酸化過程の変遷

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第35 回エアロゾル科学・技術研究討論会

第35 回エアロゾル科学・技術研究討論会

松木篤・木ノ内健人・表野宏之・古家正規・鶴丸央・岩本洋子

岩田歩・田所耕平・奥田知明・松木篤

奥平早香・浅海竜司・髙柳栄子・阿部理・井龍康文

土屋望・川崎一雄・加藤祥生・松木篤

日本古生物学会、仙台

第59回大気環境学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

能登半島で観測された大気エアロゾルの吸湿性に基づく粒径別化学組成

個別粒子分析に基づく氷晶形成粒子の特性評価

石垣島で採取されたサンゴ化石による中期完新世の古環境復元

能登地域で捕集された大気エアロゾル粒子の磁気調査

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Asia Oceania Geosciences Society2018（AOGS2018)（招待講演）（国際学会）

Asia Oceania Geosciences Society2018（AOGS2018)（招待講演）（国際学会）

Asia Oceania Geosciences Society2018（AOGS2018)（国際学会）

Asia Oceania Geosciences Society2018（AOGS2018)（国際学会）

Naohiro YOSHIDA

Tomohiro SATO, Naohiro YOSHIDA

Takayoshi YAMADA, Ladislav REZAC, Richard LARSSON, Paul HARTOGH, Naohiro YOSHIDA, Yasuko KASAI

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Naohiro YOSHIDA, Sakae TOYODA, Osamu YOSHIDA, Shuichi WATANABE

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The origin and process tracing for molecules of bio-geochemical interests through isotopologue analysis featuring Position
Specific Isotope Abundance of bioelements

Oxygen Isotopic Enrichment of Asymmetric-18 Ozone Derived from the SMILES Observation

Radiative Transfer Simulation Including a Non-LTE Model for Terahertz Observations of Ganymede's Atmosphere
 ２．発表標題

Isotopomer and Isotopologue Abundance of Nitrous Oxide in Mid and Deep Oceans for its Source and Sink Indicator

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018 AGU Fall Meeting（招待講演）（国際学会）

2018 AGU Fall Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Wada, Y., Bowers, G., Enoto, T., Kamogawa, M., Nakamura, Y., Morimoto, T., Smith, D. M., Furuta, Y., Nakazawa, K., Yuasa,
T., Matsuki, A., Kubo, M., Tamagawa, T., Makishima, K., Tsuchiya, H.

SEBASTIAN O. DANIELACHE, M. SHINKAI, G. IWAMA, E. SIMONCINI, T. GRASSI

Hyodo Ayumi, Malghani Saadat, Zhou Yong, Mushinski Ryan M., Toyoda Sakae, Yoshida Naohiro, Boutton Thomas W., West Jason B.

Naohiro YOSHIDA

15th Annual Meeting Asia Oceania Geoscience Society（国際学会）

IsoEcol2018（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Lightning-triggered termination of a gamma-ray glow in a Japanese winter thunderstorm

Pre-industrial age atmospheric Carbonyl Sulfide studied by 1-D photochemical model

Does biochar amendment reduce N2O emissions by stimulating the last step of denitrification? - A study using position-
specific N isotopic composition

The bio-element cycle analyses with higher dimensional stable isotope tracers

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018 AGU Fall Meeting（国際学会）

International Symposium “Research Frontiers of Transboundary Pollution"（国際学会）

Mang Lin, Shohei Hattori, Nozomi Suzuki, Xiufeng Yin, Qianggong Zhang, Shichang Kang, Mark H Thiemens, Naohiro Yoshida

Matsuki, A., Hyono, H., Kinouchi, K., Furuya, M., Tsurumaru, H. and Iwamoto, Y.

Matuski, A.

Yuichiro Ueno

1st Integrated Conference on Joint Research Program in Mongolia (ICJPM), Higher Engineering Education Development (M-JEED)
Project（招待講演）（国際学会）

Exploration workshop、University of Western Australia, Perth、Australia（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Do oxygen isotopic anomalies in atmospheric nitrates vary along nitrate formation altitudes?

Linkage between nighttime new particle formation and winter monsoon: Insights from the long-term observation in Noto region,
western coast of Japan

Sources and characteristics of polycyclic aromatic hydrocabons in ambient total suspended particles in Ulaanbaatar city,
Mongolia

Atmospheric S-MIF mechanismand application to Early Earth systems

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JSPS-DST Forum, Niigata Univ. Japan（招待講演）（国際学会）

東京理科大学総合研究院大気科学研究部門第3回成果報告会

第12回大気バイオエアロゾルシンポジウム

Stable Isotopes in the Biosphere workshop 2019（国際学会）

松木篤・表野宏之・木ノ内健人・古家正規・鶴丸央・岩本洋子

井村まゆ・土屋望・國久亮太・岩田歩・松木篤

D. G. Diomande, E. Martineau, A. Gilbert, P. Nun, A. Murata, K.Yamada, N. Watanabe, I. Tea, R. J. Robins, N. Yoshida, G. S.
Remaud,

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yuichiro Ueno

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

能登半島における新粒子生成の発生要因

個別氷晶核粒子の特性評価

Position-specific isotope analysis of biomolecules by isotopic 13C Nuclear Magnetic Resonance
 ２．発表標題

The Late Archean CO-world or Hazy Atmosphere?

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

SIBS2019（招待講演）（国際学会）

Twenty-Second International Workshop on Quantum Systems in Chemistry, Physics and Biology (QSCP-XXII)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

S. Nanbu

A. Gilbert, M. Julien, N. Yoshida, Y. Ueno,

Mayuko Nakagawa

Naohiro Yoshida

Stable Isotopes in the Biosphere workshop 2019（招待講演）（国際学会）

Stable Isotopes in Biosphere Systems Workshops（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Nonadiabatic ab initio MD simulation of photoisomerization between 1,3-cyclohexadiene (CHD) and 1,3,5-cis-hexatriene (HT) in
solution

Position-specific isotope analysis of natural gas hydrocarbons

Carbon and  hydrogen stable isotopic signatures of fatty acids produced by reductive tricarboxylic acid cycle

Environmental diagnosis with isotopologue tracers

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Goldschmidt Conference 2017（国際学会）

日本地球惑星科学連合2017年大会

S. O. Danielache, M. Shinkai

古家正規・松木篤・岩田歩

田所耕平・岩田歩・伊藤康平・水上知行・松木篤

A. Iwata, A. Matsuki

日本地球惑星科学連合2017年大会

20th International Conference on Nucleation & Atmospheric Aerosols（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

A Revised Chemistry of Atmospheric Carbonyl Sulphide Studied by 1-D Photochemical Model Simulation

原子間力顕微鏡を用いた個別雲凝結核の吸湿特性評価

鉱物エアロゾルの氷晶核能の評価：鉱物種による違いと変質過程に着目して

Characterization of individual ice nuclei by single droplet freezing method: Case study in the Asian dust outflow region

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第34回エアロゾル科学・技術研究討論会

AOGS 14th Annual Meeting（国際学会）

36th AAAR Annual Conference（国際学会）

気象学会2017年度秋季大会

K. Kinouchi, H. Hyono, M. Huruya,  H. Tsurumaru, and A. Matsuki

A. Matsuki, R. Yamada, F. Ikemori, K. Kinouchi, Y. Iwamoto, N. Kaneyasu, T. Kameda, M. Masayo,  T. Nakamura

田所耕平・岩田歩・伊藤康平・水上知行・松木篤

 ２．発表標題

 ２．発表標題

古家正規・松木篤・岩田歩

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Seasonal variation of CCN chemical composition and cloud droplet activation kinetics: a long-term observation at Noto
peninsula, Japan

Isotopic Source Apportionment of Carbonaceous Aerosols Observed in Noto Region, Japan: Impact of Biomass Burning on the East
Asian Outflow

カリ長石における鉱物学的特性と氷晶核能との関連性
 ２．発表標題

原子間力顕微鏡を用いた個別雲凝結核の吸湿特性評価

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

DCO workshop on global geodynamical models（国際学会）

XVIIIth International Conference on the Origin of Life（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Y. Ueno, Y. Endo, X. Zang, and W. Kawade

表野宏之・鶴丸央・木ノ内健人・古家正規・松木篤

A. Matsuki, A. Iwata, K. Tadokoro, K. Ito, and T. Mizukami

Y. Ueno

気象学会2017年度秋季大会

Symposium: Frontiers of Atmospheric Aerosol Studies: Toward the Understanding of the Health and Climatic Effects（招待講演）
（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Revisiting Redox State of the Early Earth's Atmosphere and Prebiotic Synthesis

能登半島における新粒子生成と雲凝結核特性の関連性

Investigation on the ice nucleation activity of Asian dust

Reducing early atmosphere and carbon cycle

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Goldschmidt Conference（国際学会）

EON workshop "Cosmic perspective of Earth（招待講演）（国際学会）

Y. Ueno

Y. Ueno

Y. Ueno

P.W. Crockford, B.A. Wing, Y. Ueno

IAU meeting Astrobiology 2017（国際学会）

Goldschmidt Conference（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Large 13C-depletion by solar UV CO2 photolysis and its implication to Late Archean ecosystem

Decoding redox evolution before oxygenic photosynthesis

Late Archean Earth as a window to Astrobiology

Paleoarchean Microbial Activity Revealed by Multiple Sulfur-Isotope Measurement of Nanomolar Quantities of H2S in Fluid
Inclusions

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Goldschmidt Conference（国際学会）

Goldschmidt Conference（国際学会）

Goldschmidt Conference（国際学会）

日本地球化学会年会

X. Zang, W. Kawade, Y. Ueno

T. Murai, Y. Ueno, J. Foriel, H. Genda

斎藤 誠史・黒澤 耕介・臼井 洋一・奥村 知世・尾上 哲治・佐藤 峰南・石田 湧也・渋谷 岳造・西澤 学・松井 洋平・澤木 佑介・佐藤
友彦・上野 雄一郎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

W. Kawade, X. Zang, Y. Ueno

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Experimental study on synthesis of ammonia and organic nitrogen species by photochemistry on terrestrial planets

Hydrogen isotopic compositions of Archean sea water and isotopic evolution

天体衝突による大気の酸化仮説:後期太古代の地質記録による検証
 ２．発表標題

nfluence of redox environment on UV organic synthesis

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球化学会年会

日本地球惑星科学連合2017年大会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

F. Matsuura, M. Saitoh, Y. Sawaki, Y. Ueno

青山 慎之介・上野 雄一郎・小宮 剛・飯塚 毅・亀井 淳志・M. Satish-Kumar

松浦史宏・牧田寛子・高井研・上野雄一郎

遠藤美朗・Sebastian O. Danielache・小川萌子・上野雄一郎

日本地球化学会年会

日本地球化学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Oceanic sulfate increase events in the Ediacaran ocean

花崗岩の四種硫黄同位体から読み解く40億年前の全球的な微生物硫酸還元活動

硫酸還元菌培養実験での静止期における大きな硫黄同位体分別

SO2光解離反応における特異な同位体分別-自己遮蔽効果による非質量依存分別と多重置換同位体

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2017年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2017年大会（国際学会）

K. Seki,  T. Ohba, S. Aoyama, Y. Ueno, K. Kanda, T. Tanbo

Y. Endo, M. Ogawa , M. Shinkai , S. Danielache, Y. Ueno

T. Murai, Y. Ueno, J. Foriel

X. Zang, W. Kawade , N. Kitadai,  Y. Ueno

日本地球惑星科学連合2017年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2017年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The isotopic ratios of the hot springs in the Jigokudani Valley,Tateyama Volcano

High-resolution 32/33/34/36SO2 absorption cross-section measurements for revealing Archean atmospheric composition

Hydrogen isotopic composition of Archean seafloor basalts and gabbros

Abiotic Nitrogen Fixation and Organic Synthesis by Photochemistry on Early Mars

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

光合成セミナー

EGU2017（国際学会）

EGU2017（国際学会）

日本地球惑星科学連合大会2017

Kazuki Kamezaki, Shohei Hattori, Y. Iwamoto, Sakiko Ishino, Hiroshi Furutani, Yusuke Miki, Kazuhiko Miura, Mitsuo Uematsu,
Naohiro Yoshida

Kazuki Kamezaki, Shohei Hattori, Takahiro Ogawa, Sakae Toyoda, Hiromi Kato, Yoko Katayama, Naohiro Yoshida

須田好・Gilbert Alexis・山田桂太・吉田尚弘・上野雄一郎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

中川麻悠子

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Nitrogen and triple oxygen isotopic analyses of atmospheric particulate nitrate over the Pacific Ocean

Sulfur isotopic fractionation of carbonyl sulfide during degradation by soil bacteria and enzyme

白馬八方の蛇紋岩温泉に由来する炭化水素の分子および分子内炭素安定同位体解析
 ２．発表標題

安定同位体的指標を用いた生態系における一次生産の寄与評価

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合大会2017（招待講演）（国際学会）

日本地球惑星科学連合大会2017（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

石野咲子・服部祥平・サバリノ　ジョエル・ルグラン　ミッシェル・プリウンカート　スザンヌ・ジュールダン　ブルーノ・吉田尚弘

吉川知里・笹井儀一・真壁明子・Breider Florian・豊田栄・松井洋平・川口慎介・脇田昌栄・藤木徹一・原田尚美・吉田尚弘

飯塚芳徳・藤田耕史・服部祥平・植村立・関宰・宮本千尋・鈴木利孝、・吉田尚弘・本山秀明・的場澄人

服部祥平・植村立・野呂和嗣・福井幸太郎・平林幹啓・竹中規訓・Svarino Joel,・川村賢二・本山秀明・吉田尚弘

日本地球惑星科学連合大会2017（国際学会）

日本地球惑星科学連合大会2017（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

A year-round observation of sulfur stable isotopic compositions of atmospheric sulfate at Dumont d'Urville, coastal
Antarctica

Development of a model of nitrous oxide in the western North Pacific

A 60-year record of atmospheric sulfate and nitrate depositions preserved in the high-accumulation dome ice core, South East
Greenland

The triple isotopic composition of oxygen for sulfate and nitrate in surface snow in a latitudinal transect in East
Antarctica

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合大会2017

日本地球惑星科学連合大会2017（国際学会）

飛田知世・磯崎行雄・田畑美幸・松井洋平・坂井三郎・西澤学・奥村知世・吉田尚弘

服部祥平・鶴田明日香・飯塚芳徳・植村立・的場澄人・吉田尚弘

野呂和嗣・服部祥平・植村立・福井幸太郎・平林幹啓・川村賢二・本山秀明・吉田尚弘・竹中規訓

豊田栄・渡辺由羽馬・町田敏暢・遠嶋康徳・笹川基樹・森本真司・ダグ　ワーシー・石島健太郎・吉田尚弘

日本地球惑星科学連合大会2017（国際学会）

日本地球惑星科学連合大会2017

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ペルム紀中期末上村イベント再訪:岩井崎石灰岩最上部の炭素同位体層序とOMZ拡大

A 60-year record of isotopic compositions of nitrate preserved in the high-accumulation dome ice core, South East Greenland

Isotopic constraints on post-depositional processing of snow nitrate in eastern Dronning Maud Land, East Antarctica

北半球大気中N2Oのアイソトポキュル比の最近の経年変動

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合大会2017（国際学会）

日本地球惑星科学連合大会2017

日本地球惑星科学連合大会2017

The 27th Goldschmidt Conference（国際学会）

伊藤理彩・服部祥平・吉田尚弘・高橋嘉夫

西岡拓哉・北 和之・林菜穂・佐藤武尊・五十嵐 康人・足立 光司・財前祐二・豊田 栄・山田 桂太・吉田 尚弘・牧 輝弥・石塚 正秀・二
宮 和彦・篠原 厚・大河内 博・阿部 善也・中井 泉・川島洋人・古川 純・羽田野裕子・恩田 裕一

S. Hattori,  A. Tsuruta, Y. Iizuka, R. Uemura, S. Matoba, N. Yoshida

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yoshio Nunez Palma, Shohei Hattori, Yuko Itoh, Moeko Kawasaki, Keiji Tkase, Naohiro Yoshida

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

マジュロ環礁における堆積物酸性化

夏季-秋季における放射性セシウム大気再飛散のメカニズム

A 60-Years Record of Nitrogen and Oxygen Isotopic Compositions of Nitrate in High-Accumulation Dome Ice Core Collected at
South East Greenland

 ２．発表標題

Elucidation of nitrate dynamics in a temperate region watershed with heavy snowfall using triple oxygen isotopes as tracers

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 27th Goldschmidt Conference（国際学会）

The 27th Goldschmidt Conference（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

S. Ishino, S. Hattori, J. Savarino,  M. Legrand, S. Preunkert, B. Joudain, N. Yoshida

Y. Nunez Palma, S. Hattori, Y. Itoh, M. Kawasaki, K. Takase, N. Yoshida
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Elucidation of internal nitrogen dynamics in a temperate　forested  catchment  with  heavy  snowfall  using  triple　oxygen
isotopes as tracers

2012 年と 2013 年の夏季の西部北極海における溶存メタンの起源解析
 ２．発表標題

Theoretical calculation of position-specific carbon isotope fractionation of several organic compounds

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017年度日本地球化学会年会

2017年度日本地球化学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中川麻悠子・大八木英夫・丹佑太・豊田栄・吉田尚弘

石野咲・服部祥平・Joel Savarino・Michel Legrand・Susanne Preunker・Bruno Jourdain・吉田尚弘

亀崎和輝・服部祥平・岩本洋子・石野咲子・古谷浩志、・三木裕介・三浦和彦・植松光夫・吉田尚弘

豊田栄・柿本崇人・Florian Breider・工藤久志・吉田尚弘・笹野大輔・小杉如央・石井雅男・亀山宗彦・稲川満穂・吉川久幸・西野茂
人・村田昌彦

2017年度日本地球化学会年会

2017年度日本地球化学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

成層湖における季節及び深度毎の微生物相変化による炭素循環への影響
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硫酸・硝酸の三酸素同位体組成を指標とした南極の大気酸化環境の解析

JUICE/SWI木星圏氷衛星観測に向けた非局所熱平衡放射伝達モデルの構築
 ２．発表標題

グリーンランド南東ドームに保存された過去60年間の硝酸の起源及び生成過程の変動

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 6th International Education Forum on Environment and Energy Science（国際学会）

9th International Symposium on Isotopomers (ISI2018)　（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Shohei Hattori, Asuka Tsuruta, Yoshinori Iizuka, Koji Fujita, Ryu Uemura, Sumito Matoba, Naohiro Yoshida

豊田栄・吉田尚弘・森本真司・稲飯洋一・青木周司・中澤高清・菅原敏・石戸谷重之・後藤大輔・本田秀之・池田忠作・石島健太郎
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10th International Symposium on Isotopomers 
https://www.empa.ch/web/isi-isotopes2022/committee 
吉田尚弘名誉教授が三宅賞を受賞 
https://www.titech.ac.jp/news/2020/046978 
SO2排出削減にもかかわらず硫酸エアロゾル減少が鈍化する要因を特定 
https://www.titech.ac.jp/news/pdf/tokyotechpr20210506-hattori.pdf 
放送大学特別講義 分子の履歴を読み解く～地球環境の指標・アイソトポマー～ 
https://www.titech.ac.jp/news/2020/046576.html 
吉田尚弘教授がクレア・パターソン・メダルおよび地球化学フェローを受賞 
https://www.titech.ac.jp/news/2020/046357.html 
海洋酸性化により北西太平洋の一酸化二窒素放出量が増加 
https://www.titech.ac.jp/news/2019/045452.html 
地球の深部炭素のゲートキーパーとなる微生物活動を発見 
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ガス田の天然ガスを微生物が食べていた 
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東工大など、地球規模の寒冷化を起こした大規模噴火の記録を復元する新たな手法を開発 

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

 産業財産権の名称

 産業財産権の名称

 発明者

 発明者

呼気試料中イソプレンの天然の安定炭素同位体比（13Ｃ／12Ｃ）を分析する方法、および
血糖値 のモニタリング方法

呼気試料採取容器

吉村了行、阪本匡、
保井孝子、界義久、
吉田尚弘、山田桂太

吉村了行、阪本匡、
保井孝子、界義久、
吉田尚弘、山田 桂太

 産業財産権の種類、番号

 産業財産権の種類、番号

 取得年

 取得年

特許、6471983

特許、6446657

 ２．出版社
NOVA Science Publishers, New York, 287

Trans-Boundary Pollution in North-East Asia, Chapter II Long-Range Transport of Asian Dust in
East Asia: Chemical and Physical Processing of Mineral Particles and Potential Environmental
Impacts

 ５．総ページ数

 １．著者名  ４．発行年

 ３．書名

Matsuki, A.



６．研究組織（つづき）

研
究
分
担
者

松木　篤

(Matsuki Atsushi)

(90505728)

金沢大学・環日本海域環境研究センター・准教授

(13301)

研
究
分
担
者

上野　雄一郎

(Ueno Yuichiro)

(90422542)

東京工業大学・理学院・教授

(12608)

研
究
分
担
者

服部　祥平

(Hattori Shohei)

(70700152)

東京工業大学・物質理工学院・助教

(12608)

研
究
分
担
者

山田　桂太

(Yamada Keita)

(70323780)

東京工業大学・物質理工学院・准教授

(12608)

研
究
分
担
者

豊田　栄

(Toyoda Sakae)

(30313357)

東京工業大学・物質理工学院・准教授

(12608)

研
究
分
担
者

ジルベルト　アレキシー

(Gilbert Alexis)

(20726955)

東京工業大学・理学院・助教

(12608)

研
究
分
担
者

中川　麻悠子

(Nakagawa Mayuko)

(20647664)

東京工業大学・地球生命研究所・特任助教

(12608)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

備考

研
究
分
担
者

ダニエラチェ　セバスチィアン

(Danielache Sebastian)

(00595754)

上智大学・理工学部・准教授

(32621)



６．研究組織（つづき）

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計1件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

韓国 ソウル国立大学 梨花女子大学

モンゴル モンゴル国立大学

ドイツ ミュンヘン工科大学 アルフレッドウェゲナー極地海
洋研究所

マックスプランク分子植物生理
学研究所

中国 中国科学院 天津大学 南京大学 他1機関

フランス ナント大学 グルノーブル大学 IPGP 他2機関

オランダ ユトレヒト大学 グローニンゲン大学

米国 MIT Caltech PSU 他2機関

スイス EMPA ETH バーゼル大学

 国際研究集会  開催年
第9 回国際アイソトポマー会議（The 9th International Symposium on Isotopomers:
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